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棚卸資産の評価に関する会計基準の早期適用および 

平成 20 年３月期通期（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、平成 20 年３月期決算において、下記のとおり「棚卸資産の評価に関する会計基準」を早期

適用することといたしましたのでお知らせいたします。 

また、最近の業績動向および「棚卸資産の評価に関する会計基準」の早期適用により、平成 19 年 11

月 22 日付当社「平成 20年３月期 中間決算短信」にて発表いたしました平成 20 年３月期通期（連結・

個別）業績予想を連結・個別ともに下記のとおり修正いたしますので併せてお知らせいたします。 

 

１．「棚卸資産の評価に関する会計基準」の早期適用について 

当社では中長期的な視点から財務体質の健全性を一層向上させるため、平成 20 年３月期にお

いて「棚卸資産の評価に関する会計基準」を早期適用することといたしました。これにより期末

の棚卸資産について、（連結 360 百万円・個別 250 百万円）簿価切下げが発生する見込みで、そ

れぞれ特別損失に計上する予定であります。 

 

２．当期の連結業績予想数値の修正（平成 19 年 4月 1日～平成 20 年 3 月 31 日）  
（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 45,700 2,000 1,800 1,000 

今回修正予想（Ｂ） 45,700 1,700 1,400 400 

増減額（Ｂ－Ａ） － △300 △400 △600 

増減率（％） － △15.0% △22.2% △60.0% 

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年３月期） 
45,552 2,116 1,820 1,033 
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３．当期の個別業績予想数値の修正（平成 19 年 4月 1日～平成 20 年 3 月 31 日） 
（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 33,000 1,400 1,400 800 

今回修正予想（Ｂ） 33,000 1,250 1,250 450 

増減額（Ｂ－Ａ） － △150 △150 △350 

増減率（％） － △10.7% △10.7% △43.8% 

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年３月期） 
33,280 1,566 1,573 907 

 

４．修正の理由 

連結業績につきましては、当社およびグループ会社を含めて原油高に起因する原材料価格の高

騰と海外子会社における使用通貨の為替水準の変動が大きく、為替差損益の悪化等があり、また

「棚卸資産の評価に関する会計基準」を早期適用することに伴い、360 百万円の簿価切下げが発

生する予定であります。 

個別業績につきましては、連結と同様に原油高に起因する原材料価格の高騰と改正建築基準法

の施行に伴う住宅着工件数の大幅な減少の影響を大きく受け、収益圧迫の要因となりました。ま

た、「棚卸資産の評価に関する会計基準」の早期適用に伴い、250 百万円の簿価切下げが発生す

る予定であります。 

 

 

（注）業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものでありますので、予想

につきましては様々な不確定要素が内在しておりますので、実際の業績はこれらの予想数値と異なる

場合があります。 
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